
(57)【要約】

【課題】　炭材による吸湿性を備えているのは無論のこ

と、自然界で分解されやすく、廃棄の際の分別作業が不

要で、そのまま焼却処分も可能な床材、この床材を用い

た床構造、およびこの床材を用いた畳が求められている

。

【解決手段】　床材１は、木などの天然素材から成る格

子枠の上面開口２Ａと下面開口２Ｂをそれぞれ通気性シ

ート１０，１１で被い、上下の通気性シート１０，１１

で囲まれた格子内空間９に炭材を充填して成るものであ

る。炭材は例えば竹炭１２である。この床材１は建築家

屋の床構造に用いられ、建築家屋の床板の下方に該床板

から離間して配置される。また、この床材１は畳の一部

に用いられ、畳表下方に積層された畳芯材の更に下方に

積層される。

【選択図】　　　図２

JP 2005-213841 A 2005.8.11



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
木 な ど の 天 然 素 材 か ら 成 る 格 子 枠 の 上 面 開 口 と 下 面 開 口 を そ れ ぞ れ 通 気 性 シ ー ト で 被 い 、
上 下 の 通 気 性 シ ー ト で 囲 ま れ た 格 子 内 空 間 に 炭 材 を 充 填 し て 成 る 床 材 。
【 請 求 項 ２ 】
炭 材 が 竹 炭 で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 床 材 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 床 材 が 、 建 築 家 屋 の 床 板 の 下 方 に 該 床 板 か ら 離 間 し て 配
置 さ れ て 成 る 床 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
畳 表 の 下 方 に 天 然 素 材 か ら 成 る 畳 芯 材 が 積 層 さ れ 、 畳 芯 材 の 下 方 に 請 求 項 １ ま た は 請 求 項
２ に 記 載 の 床 材 が 積 層 さ れ て 成 る 畳 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 木 炭 や 竹 炭 な ど の 炭 材 を 備 え て い て 建 築 家 屋 の 床 に 使 用 さ れ る 床 材 、 こ の 床
材 を 用 い た 床 構 造 、 お よ び こ の 床 材 を 用 い た 畳 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 備 長 炭 な ど の 炭 材 の 吸 湿 性 や 脱 臭 性 が 着 目 さ れ 始 め て か ら 久 し い が 、 か か る 炭 材 を 充 填
し た 床 材 （ 畳 床 ） が 下 記 の 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る 。 こ の 特 許 文 献 開 示 の 床 材 は 、 発
泡 ポ リ ス チ レ ン 製 の 盤 状 体 の 上 面 に 複 数 の 溝 条 を 刻 設 し 、 こ れ ら の 溝 条 内 に 炭 材 （ ヤ シ ガ
ラ 活 性 炭 ） を 充 填 し 、 更 に 溝 条 の 上 面 開 口 を 紙 な ど の 通 気 性 シ ー ト で 被 っ た も の で あ る 。
こ の 床 材 は 畳 の 下 に 敷 か れ て 使 用 さ れ 、 畳 の 湿 気 や 臭 気 を 吸 収 ・ 除 去 す る よ う に な っ て い
る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ４ ７ ７ ８ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ で 、 前 記 し た 床 材 に お い て 、 炭 材 を 充 填 し た 溝 条 は 上 面 開 口 し か な い の で 、 床 下
か ら の 湿 気 や 臭 気 は 吸 収 ・ 除 去 で き な い 。 一 方 、 発 泡 ポ リ ス チ レ ン は 自 然 条 件 下 で 分 解 さ
れ に く い た め 廃 棄 処 分 が 困 難 で あ り 、 燃 焼 時 に は 高 温 と な っ て 焼 却 炉 を 傷 め る た め 廃 棄 の
際 に 発 泡 ポ リ ス チ レ ン と 紙 製 シ ー ト お よ び 炭 材 を 分 別 し な け れ ば な ら ず 、 こ れ ら の 分 別 作
業 に 多 大 な 手 間 と 時 間 が か か っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 し た 従 来 の 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 炭 材 に よ る 吸 湿 性 を
備 え て い る の は 無 論 の こ と 、 自 然 界 で 分 解 さ れ や す く 、 廃 棄 の 際 の 分 別 作 業 が 不 要 で 、 そ
の ま ま 焼 却 処 分 も 可 能 な 床 材 、 こ の 床 材 を 用 い た 床 構 造 、 お よ び こ の 床 材 を 用 い た 畳 の 提
供 を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に 係 る 床 材 は 、 木 な ど の 天 然 素 材 か ら 成 る 格 子 枠 の
上 面 開 口 と 下 面 開 口 を そ れ ぞ れ 通 気 性 シ ー ト で 被 い 、 上 下 の 通 気 性 シ ー ト で 囲 ま れ た 格 子
内 空 間 に 炭 材 を 充 填 し て 成 る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 前 記 構 成 に お い て 、 炭 材 が 竹 炭 で あ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ し て 、 本 発 明 に 係 る 床 構 造 は 、 上 記 の 床 材 が 、 建 築 家 屋 の 床 板 の 下 方 に 該 床 板 か ら 離
間 し て 配 置 さ れ て 成 る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
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　 更 に 、 本 発 明 に 係 る 畳 は 、 畳 表 の 下 方 に 天 然 素 材 か ら 成 る 畳 芯 材 が 積 層 さ れ 、 畳 芯 材 の
下 方 に 上 記 の 床 材 が 積 層 さ れ て 成 る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に 係 る 床 材 に よ れ ば 、 周 囲 の 湿 気 を 上 下 の 通 気 性 シ ー ト を 通 過 さ せ て 格 子 内 空 間
内 の 炭 材 で 吸 収 す る こ と が で き る 。 ま た 、 床 材 は 、 構 成 材 料 の 大 部 分 が 木 や 竹 な ど の 天 然
素 材 で 構 成 さ れ て い る た め 、 そ の ま ま 放 置 さ れ て も 自 然 崩 壊 に よ り 分 解 さ れ る 。 ま た 、 木
や 竹 な ど の 天 然 素 材 は 可 燃 性 材 料 で あ る た め 、 床 材 の 焼 却 処 分 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 炭 材 と し て 竹 炭 を 用 い る と 、 竹 炭 は 比 較 的 柔 ら か い た め に 通 気 性 シ ー ト を 破 損 し
に く い 。 ま た 、 比 較 的 硬 い 備 長 炭 用 の 通 気 性 シ ー ト よ り も 、 低 強 度 で 薄 手 の 通 気 性 シ ー ト
を 用 い る こ と が で き る た め 、 廃 棄 処 分 を 容 易 に す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 そ し て 、 本 発 明 の 床 構 造 に よ れ ば 、 床 材 が 床 板 の 下 方 に 離 間 し て 配 置 さ れ て 床 材 と 床 板
間 に 空 気 層 が 存 在 す る の で 、 床 板 の 下 面 に 直 に 床 材 を 取 り 付 け た 場 合 よ り も 保 温 性 が い っ
そ う 高 く な る 。 ま た 、 室 内 や 床 下 か ら の 湿 気 は 床 材 の 上 下 の 通 気 性 シ ー ト を 通 っ て 格 子 内
空 間 内 の 竹 炭 に 吸 収 さ れ る 。 他 方 で 、 室 内 や 床 下 が 乾 燥 す る と 、 吸 収 さ れ て い た 湿 気 が 炭
材 か ら 放 出 さ れ て 室 内 や 床 下 の 湿 度 を 整 え る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 更 に 、 本 発 明 の 畳 に よ れ ば 、 畳 上 方 の 湿 気 は 畳 表 か ら 畳 芯 材 、 床 材 の 上 側 の 通 気 性 シ ー
ト を 通 過 し て 格 子 内 空 間 に 流 入 す る 。 格 子 内 空 間 内 に 流 入 し た 湿 気 は 炭 材 に 吸 収 さ れ る 。
一 方 、 床 下 の 湿 気 は 床 材 の 下 側 の 通 気 性 シ ー ト を 通 過 し て 格 子 内 空 間 に 流 入 し 、 炭 材 に 吸
収 さ れ る 。 室 内 や 床 下 の 湿 度 が 低 い と き は 、 炭 材 の 湿 気 が 室 内 や 床 下 へ 放 出 さ れ る 。 そ し
て 、 本 発 明 の 畳 は 、 畳 表 、 畳 芯 材 な ど 、 大 部 分 の 構 成 材 料 が 天 然 素 材 で 構 成 さ れ て い る た
め 、 時 間 経 過 に よ り 自 然 崩 壊 し て 分 解 し 焼 却 処 理 も 可 能 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 最 良 の 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 尚 、 以 下 に 述 べ る 実 施 形 態 は 本 発
明 を 具 体 化 し た 一 例 に 過 ぎ ず 、 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 を 限 定 す る も の で な い 。 こ こ に 、 図 １
は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 床 材 の 平 面 図 、 図 ２ は 図 １ に お け る Ａ － Ａ 線 矢 視 で 示 す 側 断
面 図 で あ る 。
　 各 図 に お い て 、 こ の 実 施 形 態 に 係 る 床 材 １ は 、 四 辺 の 外 枠 ３ ， ４ ， ５ ， ６ で 囲 ま れ た 枠
内 に 、 複 数 の 横 桟 ７ ， ７ ， ・ ・ ・ と 複 数 の 縦 桟 ８ ， ８ ， ・ ・ ・ と が 格 子 状 に 組 み 付 け ら れ
た 格 子 枠 ２ を 備 え て い る 。 こ れ ら の 外 枠 ３ ， ４ ， ５ ， ６ 、 横 桟 ７ 、 お よ び 縦 桟 ８ は い ず れ
も 天 然 素 材 で あ る 木 材 （ 例 え ば 杉 材 ） で 構 成 さ れ 、 竹 釘 １ ３ と 酢 酸 ビ ニ ル 系 の 木 工 用 接 着
剤 を 用 い て 固 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 そ し て 、 外 枠 ３ ， ４ ， ５ ， ６ 、 横 桟 ７ 、 お よ び 縦 桟 ８ 間 に 形 成 さ れ る 空 間 の 下 面 開 口 ２
Ｂ を 被 う よ う に 、 通 気 性 シ ー ト １ １ が 格 子 枠 ２ の 下 面 に 接 着 剤 で 被 着 さ れ る 。 通 気 性 シ ー
ト １ １ の 端 部 １ １ Ａ は 外 枠 ３ ， ４ ， ５ ， ６ の 外 周 面 に 折 り 返 さ れ 接 着 剤 で 接 着 さ れ て い る
。 そ し て 、 通 気 性 シ ー ト １ １ 上 の 前 記 空 間 内 に 多 数 の 竹 材 （ 炭 材 の 例 ） １ ２ ， １ ２ ， ・ ・
・ が 充 填 さ れ る 。 そ の 後 、 前 記 空 間 の 上 面 開 口 ２ Ａ を 被 う よ う に 、 通 気 性 シ ー ト １ ０ が 格
子 枠 ２ の 上 面 に 接 着 剤 で 被 着 さ れ 、 通 気 性 シ ー ト １ ０ の 端 部 １ ０ Ａ は 通 気 性 シ ー ト １ １ の
端 部 １ １ Ａ 上 に 重 ね ら れ て 接 着 剤 で 固 着 さ れ る 。 こ の よ う に し て 、 上 下 の 通 気 性 シ ー ト １
０ ， １ １ で 囲 ま れ た 格 子 内 空 間 ９ に 竹 炭 １ ２ ， １ ２ ， ・ ・ ・ を 充 填 し た 床 材 １ が 出 来 上 が
る 。 床 材 １ の 寸 法 は 特 に 限 定 さ れ る も の で な い が 、 例 え ば 縦 が １ ８ ０ ０ ｍ ｍ ， 横 が ９ ０ ０
ｍ ｍ 、 厚 さ が 約 １ ７ ｍ ｍ で あ る 。 通 気 性 シ ー ト １ ０ ， １ １ と し て は 、 無 数 の 微 細 貫 通 孔 を
有 す る 厚 さ ０ ． ２ ｍ ｍ 程 度 の ポ リ エ チ レ ン シ ー ト （ 例 え ば 、 タ イ ベ ッ ク ル ー フ ラ イ ナ 、 旭
デ ュ ポ ン フ ラ ッ シ ュ ス パ ン プ ロ ダ ク ツ 株 式 会 社 製 ） を 用 い て あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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　 か か る 構 成 の 床 材 １ は 、 そ の 上 方 位 置 の 湿 気 や 下 方 位 置 の 湿 気 を 上 下 の 通 気 性 シ ー ト １
０ ， １ １ を 支 障 な く 通 過 さ せ て 格 子 内 空 間 ９ に 導 入 し 、 格 子 内 空 間 ９ 内 の 竹 炭 １ ２ で 吸 収
す る こ と が で き る 。 ま た 、 床 材 １ の 格 子 内 空 間 ９ に 多 量 の 空 気 が 保 持 さ れ 、 竹 炭 １ ２ の 無
数 の 微 細 孔 内 に も 空 気 が 保 持 さ れ る か ら 高 い 保 温 性 が 確 保 さ れ る 。 そ し て 、 竹 炭 １ ２ に 多
く 含 ま れ る ミ ネ ラ ル 分 は 受 け た 熱 線 を 遠 赤 外 線 に 変 え て 発 す る か ら 、 利 用 者 に 身 体 の 芯 ま
で 暖 か さ を 伝 え る こ と が で き る 。 ま た 、 床 材 １ は 、 木 製 の 外 枠 ３ ， ４ ， ５ ， ６ 、 横 桟 ７ 、
お よ び 縦 桟 ８ と 、 竹 釘 １ ３ と い っ た よ う に 、 構 成 材 料 の 大 部 分 が 天 然 素 材 で 構 成 さ れ て い
る 。 ま た 、 酢 酸 ビ ニ ル 系 の 木 工 用 接 着 剤 と 、 無 数 の 微 細 貫 通 孔 を 有 す る ポ リ エ チ レ ン シ ー
ト は 床 材 １ 全 体 中 で 構 成 比 率 が 極 め て 小 さ い う え 自 然 環 境 で 分 解 さ れ や す い 。 従 っ て 、 床
材 １ は そ の ま ま 廃 棄 し て も 全 体 が 自 然 崩 壊 に よ り 分 解 す る た め 地 球 環 境 の 破 壊 に つ な が ら
な い 。 ま た 、 床 材 １ は す べ て が 可 燃 性 材 料 で 構 成 さ れ て お り 焼 却 炉 を 傷 め る も の も 無 い の
で 、 焼 却 に よ る 廃 棄 が 可 能 で あ り 廃 棄 処 分 が 楽 に な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 の よ う に 構 成 さ れ た 床 材 １ は 、 図 ３ お よ び 図 ４ に 示 す よ う に 、 木 造 住 宅 な ど 建 築 家
屋 ２ ２ の 床 構 造 ２ ７ に 使 用 さ れ る 。 こ の 床 構 造 ２ ７ は 、 土 間 １ ４ に 立 設 さ れ た 床 束 １ ５ ，
１ ５ 上 に 大 引 １ ６ ， １ ６ が 並 行 配 置 さ れ 、 大 引 １ ６ ， １ ６ 間 に 根 太 １ ７ ， １ ７ ， １ ７ ， １
７ ， ・ ・ ・ が 適 宜 間 隔 で 架 設 さ れ て い る 。 こ れ ら の 根 太 １ ７ ， １ ７ ， １ ７ ， １ ７ ， ・ ・ ・
上 に は 、 床 板 １ ８ ， １ ８ ， １ ８ ， ・ ・ ・ （ 図 ３ で は １ 点 鎖 線 ） が 架 設 さ れ る 。 各 大 引 １ ６
の 下 部 側 面 に は 角 材 か ら 成 る 受 材 １ ９ が 大 引 １ ６ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 固 設 さ れ て い る 。 そ
し て 、 対 面 す る 大 引 １ ６ ， １ ６ の 受 材 １ ９ ， １ ９ 上 に 上 記 の 床 材 １ が 架 け 渡 さ れ 支 持 さ れ
て い る 。 こ の 場 合 、 床 材 １ の 上 面 位 置 が 根 太 １ ７ の 下 面 よ り わ ず か に 低 く な る よ う 、 大 引
１ ６ へ の 受 材 １ ９ の 固 定 位 置 が 設 定 さ れ て い る 。 こ の よ う に し て 、 床 材 １ は 床 下 ２ １ の 上
方 位 置 で 、 か つ 、 床 板 １ ８ の 下 方 位 置 に 床 板 １ ８ か ら 離 間 し て 配 置 さ れ て い る 。 す な わ ち
、 床 板 １ ８ と 床 材 １ と の 間 に は 空 間 ２ ０ が 存 在 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 床 構 造 ２ ７ に よ れ ば 、 上 述 し た 床 材 １ に よ る 保 温 性 と 暖 房 性 を 有 し て い る こ と は 言
う ま で も な く 、 床 材 １ と 床 板 １ ８ 間 に 空 間 ２ ０ の 空 気 層 が 存 在 す る の で 、 床 板 １ ８ の 下 面
に 直 に 床 材 １ を 添 設 し た 場 合 よ り も 保 温 性 が い っ そ う 高 く な る 。 ま た 、 床 板 １ ８ 上 の 室 内
や 床 下 ２ １ か ら の 湿 気 は 床 材 １ の 通 気 性 シ ー ト １ ０ ， １ １ を 容 易 に 通 っ て 格 子 内 空 間 ９ 内
の 竹 炭 １ ２ に 吸 収 さ れ る 。 他 方 で 、 室 内 や 床 下 ２ １ が 乾 燥 す る と 、 そ れ ま で 吸 収 さ れ て い
た 湿 気 が 竹 炭 １ ２ か ら 放 出 さ れ て 、 室 内 や 床 下 ２ １ の 湿 度 を 整 え る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 一 方 、 上 記 の 床 材 １ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 コ ン ク リ ー ト 壁 ２ ４ ， ２ ４ で 囲 ま れ た 鉄 筋
コ ン ク リ ― ト 製 の 建 築 家 屋 ２ ８ に 適 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。 室 内 ２ ６ の コ ン ク リ ー ト 土
間 ２ ３ 上 に 直 に 根 太 ２ ５ ， ２ ５ を 適 宜 間 隔 で 釘 に よ り 固 定 し 、 こ れ ら の 根 太 ２ ５ ， ２ ５ 間
、 ま た は 根 太 ２ ５ と コ ン ク リ ー ト 壁 ２ ４ の 間 に 床 材 １ を 敷 き 詰 め る 。 床 材 １ の 高 さ は そ の
上 面 が 根 太 ２ ５ の 上 面 と ほ ぼ 同 じ 高 さ に な る よ う に 設 定 し て お く 。 そ し て 、 根 太 ２ ５ ， ２
５ ， ２ ５ ， ・ ・ ・ 上 に 床 板 １ ８ を 架 け 渡 し て 固 定 す る 。
　 こ の 建 築 家 屋 ２ ８ に よ れ ば 、 床 材 １ に よ る 保 温 性 と 暖 房 性 を 有 し て い る の で 、 建 築 家 屋
２ ８ の 利 用 者 に 心 地 よ い 暖 か さ を 与 え る こ と が で き る 。 こ れ は 冬 場 に 床 板 １ ８ 上 を 素 足 で
歩 く こ と に よ り 効 果 の 程 が 判 る 。 す な わ ち 、 床 板 １ ８ か ら 素 足 に ほ の か な 暖 か さ が 伝 わ っ
て 来 る の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 更 に 、 床 材 １ は 、 図 ６ お よ び 図 ７ に 示 す よ う に 、 畳 ３ ０ の 一 部 分 と し て 使 用 す る こ と も
可 能 で あ る 。 こ の 畳 ３ ０ は 、 畳 表 ３ １ の 下 方 に ２ 枚 の パ ル プ 圧 縮 ボ ー ド （ そ れ ぞ れ 天 然 素
材 か ら 成 る 畳 芯 材 の 例 ） ３ ２ ， ３ ３ を 積 層 し 、 パ ル プ 圧 縮 ボ － ド ３ ３ の 下 方 に 上 記 の 床 材
１ を 積 層 し て 構 成 さ れ て い る 。 畳 表 ３ １ 、 パ ル プ 圧 縮 ボ － ド ３ ２ 、 パ ル プ 圧 縮 ボ － ド ３ ３
、 床 材 １ 間 は そ れ ぞ れ 木 工 用 接 着 剤 を 用 い て 固 着 さ れ て い る 。 但 し 、 空 気 や 水 蒸 気 が 畳 表
３ １ 、 パ ル プ 圧 縮 ボ － ド ３ ２ 、 パ ル プ 圧 縮 ボ － ド ３ ３ 、 お よ び 床 材 １ を 上 下 に 貫 流 で き る
よ う 、 接 着 剤 の 塗 布 位 置 を 水 平 方 向 に 点 在 さ せ る と と も に 使 用 量 を 極 力 少 な く し て あ る 。
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ま た 、 床 剤 １ の 格 子 枠 ２ に お い て 外 枠 ３ ， ４ ， ５ ， ６ の 内 側 に は 、 こ れ ら と 同 じ 幅 、 厚 さ
の パ ル プ 圧 縮 ボ － ド ３ ６ （ 図 １ 中 の ２ 点 鎖 線 で 示 す 符 号 ３ ６ 参 照 ） が 添 え 付 け ら れ て い る
。 畳 表 ３ １ の 長 辺 部 に は 折 返 し 部 ３ ４ Ａ で 畳 糸 ３ ５ に よ り 縫 着 さ れ た 縁 布 ３ ４ が 巻 か れ て
い る 。 縁 布 ３ ４ の 先 端 部 ３ ４ Ｂ は 床 材 １ の 下 面 ま で 巻 き 込 ま れ パ ル プ 圧 縮 ボ ー ド ３ ６ に 畳
糸 ３ ７ で 縫 着 さ れ て い る 。 畳 ３ ０ の 厚 さ は 畳 ３ ０ が 載 置 さ れ る エ ン コ 板 （ 床 板 の 一 種 、 図
示 省 略 ） か ら 敷 居 板 の 上 面 ま で の 高 さ に 決 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 か か る 畳 ３ ０ に お い て 、 室 内 か ら の 湿 気 は 畳 表 ３ １ か ら パ ル プ 圧 縮 ボ ー ド ３ ２ ， ３ ３ 、
床 材 １ の 通 気 性 シ ー ト １ ０ を 通 過 し て 格 子 内 空 間 ９ に 流 入 す る 。 格 子 内 空 間 ９ 内 に 流 入 し
た 湿 気 は 竹 炭 １ ２ に 吸 収 さ れ る 。 一 方 、 床 下 の 湿 気 は 床 材 １ の 通 気 性 シ ー ト １ １ を 通 過 し
て 格 子 内 空 間 ９ に 流 入 し 、 竹 炭 １ ２ に 吸 収 さ れ る 。 室 内 や 床 下 の 湿 度 が 比 較 的 低 い 場 合 は
、 そ れ ま で に 吸 収 さ れ て い た 湿 気 が 竹 炭 １ ２ か ら 室 内 や 床 下 へ 放 出 さ れ る 。 こ の 畳 ３ ０ で
は 下 面 に 床 材 １ の 通 気 性 シ ー ト １ １ が 露 出 し て い る た め 、 特 に 床 下 の 湿 気 を 格 子 内 空 間 ９
内 に 取 り 込 ん で 除 去 し た り 、 逆 に 竹 炭 １ ２ の 湿 気 を 床 下 へ 放 出 す る こ と を 容 易 に 行 な う こ
と が で き る 。
　 ま た 、 畳 ３ ０ は 、 畳 表 ３ １ 、 パ ル プ 圧 縮 ボ ー ド ３ ２ ， ３ ３ 、 縁 布 ３ ４ 、 畳 糸 ３ ５ ， ３ ７
、 パ ル プ 圧 縮 ボ ー ド ３ ６ 、 床 材 １ と い っ た よ う に 、 大 部 分 の 構 成 材 料 が 天 然 素 材 で 構 成 さ
れ て い る 。 ま た 、 木 工 用 接 着 剤 も 畳 全 体 か ら 見 る と 使 用 量 が 少 な く 自 然 分 解 さ れ や す い 素
材 で あ る 。 従 っ て 、 取 り 替 え て 廃 棄 さ れ る 畳 ３ ０ は 、 た と え 屋 外 に 放 置 さ れ た 場 合 で も 時
間 経 過 に よ り 崩 壊 し て 自 然 に 戻 る し 、 焼 却 処 分 も 可 能 で あ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 続 い て 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 畳 （ サ ン プ ル Ａ ） を 製 作 し 、 従 来 汎 用 の ワ ラ 畳 （ サ ン プ
ル Ｂ ） お よ び 従 来 汎 用 の 発 泡 樹 脂 畳 （ サ ン プ ル Ｃ ） と 吸 湿 性 能 を 比 較 し た 。
　 こ の 実 施 例 の 畳 （ サ ン プ ル Ａ ） は 、 既 述 し た 畳 ３ ０ と 同 様 の 構 造 で あ り 畳 表 （ イ 草 厚 ３
ｍ ｍ ） 、 パ ル プ 圧 縮 ボ ー ド （ 総 厚 ３ ９ ｍ ｍ ） 、 格 子 枠 （ 杉 板 製 、 １ ５ ｍ ｍ 厚 ） 、 タ イ ベ ッ
ク ル ー フ ラ イ ナ 、 竹 炭 （ 充 填 厚 １ ５ ｍ ｍ ） 、 縁 布 、 お よ び 畳 糸 で 構 成 さ れ て い る 。 但 し 、
外 形 寸 法 は 縦 ５ ０ ４ ｍ ｍ × 横 ５ ０ ０ ｍ ｍ × 厚 ５ ７ ｍ ｍ で あ り 初 期 重 量 は ４ ０ １ ６ ． １ ｇ で
あ る 。 一 方 、 従 来 汎 用 の ワ ラ 畳 （ サ ン プ ル Ｂ ） は 、 畳 表 （ イ 草 厚 ３ ｍ ｍ ） 、 ワ ラ （ 厚 ４ ５
ｍ ｍ ） 、 縁 布 、 お よ び 畳 糸 で 構 成 さ れ て お り 、 外 形 寸 法 が 縦 ５ ０ ４ ｍ ｍ × 横 ５ ０ ０ ｍ ｍ ×
厚 ５ ０ ｍ ｍ で あ り 初 期 重 量 は ４ １ ９ ５ ． ７ ｇ で あ る 。 従 来 汎 用 の 発 泡 樹 脂 畳 （ サ ン プ ル Ｃ
） は 例 え ば ス タ イ ロ 畳 （ 商 標 ） の 商 品 名 で 販 売 さ れ 、 畳 表 （ イ 草 厚 ３ ｍ ｍ ） 、 発 泡 ポ リ ス
チ レ ン ボ ー ド （ 厚 ２ ５ ｍ ｍ ） 、 パ ル プ 圧 縮 ボ ー ド （ 厚 ２ ５ ｍ ｍ ） 、 縁 布 、 お よ び 畳 糸 で 構
成 さ れ て お り 、 外 形 寸 法 が 縦 ５ ０ ４ ｍ ｍ × 横 ５ ０ ０ ｍ ｍ × 厚 ５ ４ ｍ ｍ で あ り 初 期 重 量 は ２
２ ９ ６ ． ３ ｇ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 記 し た 各 畳 （ サ ン プ ル Ａ ， Ｂ ， Ｃ ） に つ き 湿 気 の 吸 収 ・ 放 散 試 験 を 実 施 し た 。 試 験 は
和 歌 山 県 の ご 協 力 に よ り 試 験 機 を お 借 り し て 行 な っ た 。 上 記 し た サ ン プ ル の 全 て を 恒 温 恒
湿 器 （ ア ド バ ン テ ッ ク 社 製 の 型 式 Ａ Ｇ － ３ ２ ７ ） 中 で 所 定 の 温 湿 度 条 件 （ 温 度 ４ ０ ℃ ま た
は ２ ０ ℃ 、 相 対 湿 度 ３ ０ ％ ま た は ９ ０ ％ ） 下 に 放 置 し 、 所 定 の 放 置 時 間 経 過 後 （ 試 験 １ 区
で は ２ ２ 時 間 、 試 験 ２ 区 で は ２ ５ 時 間 、 試 験 ３ 区 ， ４ 区 で は そ れ ぞ れ ２ ４ 時 間 、 試 験 ５ 区
で は １ ０ ０ 時 間 ） に 各 サ ン プ ル の 重 量 を 測 定 し た 。 こ れ ら の 試 験 結 果 を 以 下 の 表 １ に 示 す
。
【 ０ ０ ２ ３ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 尚 、 表 １ 中 に 示 し た 重 量 変 化 （ ｇ ） の 数 値 は 、 そ の と き の 温 湿 度 条 件 で 得 た 測 定 重 量 か
ら 表 中 １ 段 上 の 温 湿 度 条 件 で 得 た 測 定 重 量 を 差 し 引 い た 値 で あ る 。 ま た 、 温 湿 度 条 件 に お
い て ％ 付 き の 数 字 は 相 対 湿 度 を 表 わ し て い る 。
　 す な わ ち 、 表 １ に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 の 畳 （ サ ン プ ル Ａ ） を 低 湿 度 条 件 （ 試 験 区 １ 、
相 対 湿 度 ３ ０ ％ ） 下 に ２ ２ 時 間 お い た と こ ろ 、 主 に 竹 炭 １ ２ か ら の 湿 気 が 空 気 中 に 蒸 散 し
て 重 量 が 大 き く 減 少 （ -１ ５ ９ ． ５ ｇ ） し た 。 次 の 試 験 区 ２ で は 畳 （ サ ン プ ル Ａ ） を 高 湿
度 条 件 （ 試 験 区 ２ 、 相 対 湿 度 ９ ０ ％ ） 下 に ２ ５ 時 間 お い た と こ ろ 、 空 気 中 の 湿 気 が 主 に 竹
炭 １ ２ に 吸 収 さ れ て 重 量 が 大 き く 増 加 （ +１ ９ ２ ． ４ ｇ ） し た 。 試 験 区 ３ ～ ５ で も 同 様 に
、 湿 度 条 件 の 上 下 に 対 応 し て 、 竹 炭 １ ２ の 吸 湿 ・ 放 散 作 用 に よ り 畳 重 量 が 大 き く 増 減 し た
。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ れ に 対 し 、 軽 量 を 特 徴 と す る 発 泡 樹 脂 畳 （ サ ン プ ル Ｃ ） は 発 泡 ポ リ ス チ レ ン が 大 部 分
の 容 量 を 占 め て い る た め 、 低 湿 度 条 件 （ 試 験 区 １ 、 相 対 湿 度 ３ ０ ％ ） 下 に ２ ２ 時 間 お い て
も 、 畳 表 な ど か ら の 湿 気 の 蒸 散 だ け で あ る た め 、 本 実 施 例 畳 （ サ ン プ ル Ａ ） と 比 べ る と 重
量 は あ ま り 減 少 （ -８ ４ ． １ ｇ ） し て い な い 。 ま た 、 高 湿 度 条 件 （ 試 験 区 ２ 、 相 対 湿 度 ９
０ ％ ） 下 に ２ ５ 時 間 お い て も 重 量 は 大 き く 増 加 （ +１ ２ ４ ． ３ ｇ ） し な か っ た 。 試 験 区 ３
～ ５ で も 同 様 で あ っ た 。 尚 、 こ の 発 泡 樹 脂 畳 は 廃 棄 の 際 に 畳 表 と 発 泡 ポ リ ス チ レ ン を 分 別
し な け れ ば な ら ず 、 面 倒 な 分 別 作 業 を 必 要 と す る 。
　 ま た 、 ワ ラ 畳 （ サ ン プ ル Ｂ ） は サ ン プ ル Ａ に お け る パ ル プ 圧 縮 シ ー ト お よ び 床 材 １ の 換
わ り に ワ ラ を 使 用 し た 汎 用 品 で あ り 、 サ ン プ ル Ａ ほ ど に 優 れ て い な い が 発 泡 樹 脂 畳 （ サ ン
プ ル Ｃ ） よ り は 良 好 な 湿 気 吸 収 ・ 放 散 性 能 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 尚 、 上 記 の 実 施 形 態 で は 、 床 材 １ を 一 体 に 用 い た 畳 ３ ０ を 例 示 し た が 、 本 発 明 は そ れ に
限 定 さ れ る も の で な く 、 例 え ば 、 エ ン コ 板 の 上 に 床 材 １ を 敷 詰 め 、 床 材 １ の 上 に 薄 手 の 畳
を 載 置 し て も 、 前 記 し た 一 体 型 の 畳 ３ ０ と 同 様 の 作 用 ・ 効 果 が 得 ら れ る 。 そ の 際 に 使 用 さ
れ る 畳 の 厚 さ は 、 床 材 １ と 合 せ た 厚 さ が 敷 居 板 の 上 面 高 さ と ほ ぼ 等 し く な る よ う に し て お
け ば よ い 。
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　 ま た 、 畳 の 畳 芯 材 と し て は 前 記 し た ２ 層 の パ ル プ 圧 縮 ボ ー ド ３ ２ ， ３ ３ に 限 ら な い 。 １
層 で も よ い し ３ 層 以 上 の パ ル プ 圧 縮 ボ ー ド を 積 層 し て も 構 わ な い 。 ま た 、 こ れ ら の パ ル プ
圧 縮 ボ ー ド に 換 え て 汎 用 の ワ ラ を 畳 芯 材 と し て 用 い る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 そ し て 、 上 記 で は 、 主 に 木 製 か ら 成 る 格 子 枠 ２ を 例 示 し た が 、 本 発 明 は そ れ に 限 定 さ れ
る も の で な い 。 例 え ば 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 平 面 に 見 て 方 形 状 の 格 子 内 空 間 ９ ａ , ９ ａ ，
９ ａ ， ・ ・ ・ を 多 数 有 す る 格 子 枠 ２ ａ を 、 パ ル プ 圧 縮 ボ ー ド ３ ２ ａ で 一 体 に 成 型 し て も よ
い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 炭 材 と し て は 上 述 し た 竹 炭 に 限 る も の で な く 、 保 温 作 用 と 吸 湿 作 用 を 呈
す る も の で あ れ ば 十 分 に 適 用 可 能 で あ る 。 か か る 炭 材 と し て は 、 例 え ば 木 炭 や ヤ シ ガ ラ 炭
が 挙 げ ら れ 、 木 炭 と し て は 黒 炭 、 白 炭 を 問 わ ず 、 白 炭 と し て は 備 長 炭 が 挙 げ ら れ る 。
　 本 発 明 の 通 気 性 シ ー ト と し て は ポ リ エ チ レ ン シ ー ト に 限 ら ず 、 格 子 内 空 間 に 充 填 し た 炭
材 な ど よ っ て 破 損 し な い 程 度 の 強 度 を 有 す る シ ー ト で あ れ ば よ い 。 例 え ば 、 厚 手 の 和 紙 な
ど が 挙 げ ら れ る 。 こ の よ う に 通 気 性 シ ー ト と し て 和 紙 を 用 い た 場 合 は 、 す べ て の 構 成 部 品
が 天 然 素 材 で 構 成 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 よ り い っ そ う 自 然 崩 壊 し や す く な っ て 環 境 汚 染 を
引 き 起 こ さ ず 、 焼 却 処 分 も よ り 楽 に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 床 材 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に お け る Ａ － Ａ 線 矢 視 で 示 す 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 建 築 家 屋 の 床 構 造 の 部 分 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ に お け る Ｂ － Ｂ 線 矢 視 で 示 す 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に 係 る 建 築 家 屋 の 床 構 造 の 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 畳 の 外 観 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ に お け る Ｃ － Ｃ 線 矢 視 で 示 す 一 部 破 断 し た 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に 係 る 床 材 の 格 子 枠 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
１ 　 　 床 材
２ ， ２ ａ 　 格 子 枠
２ Ａ 　 上 面 開 口
２ Ｂ 　 下 面 開 口
９ ， ９ ａ 　 格 子 内 空 間
１ ０ ， １ １ 　 通 気 性 シ ー ト
１ ２ 　 竹 炭 （ 炭 材 ）
１ ３ 　 竹 釘
１ ６ 　 大 引
１ ７ 　 根 太
１ ８ 　 床 板
１ ９ 　 受 材
２ ０ 　 空 間
２ ２ 　 建 築 家 屋
２ ７ 　 床 構 造
２ ８ 　 建 築 家 屋
３ ０ 　 畳
３ １ 　 畳 表
３ ２ ， ３ ２ ａ 　 パ ル プ 圧 縮 ボ ー ド （ 畳 芯 材 ）
３ ２ ａ 　 パ ル プ 圧 縮 ボ ー ド （ 天 然 素 材 ）
３ ３ 　 パ ル プ 圧 縮 ボ ー ド （ 畳 芯 材 ）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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